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主な研究歴； 
 
博士論文題目：「有限要素法による波浪中の海洋構造物に働く流体力に 
           関する基礎的研究」 1978年3月 
 
１９７９－１９８４：「ＯＷＣ型波力発電装置の流体力学的特性に関する研究」 
 
１９８５－１９９１「３次元浮体式海洋構造物に作用する２次波浪強制力に 
          関する研究」 
１９９２－１９９５：「波浪中の浮体式海洋構造物の応答及び係留索張力 
           シミュレーションに関する研究」 
１９８５－１９９９：「波浪中における超大型浮体式構造物の非線形弾性応答 
           に関する基礎的研究」 
１９９８－２００５：「津波による浮体式海洋構造物の運動及び係留応答 
           シミュレーションに関する研究」 
２００４－現在：「津波作用時の浮体シミュレーションと海域津波ハザードマップ 
           に関する基礎的研究」 
 



 

  

 

 

 

   

   
 

 

ハザード 2 

オイルなど流出 
津波来襲 

ハザード 1 

索破断・漂流 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

    

 

都市港湾のける津波の脅威 
（ハザードチェーン） 





2.調査の概要 

1.日時：第1回2011年4月9日～10日 
     第2回2011年5月13日～15日 
２．調査地域： 
  第1回 4/9 仙台港、塩釜港、  
       4/10 石巻、七ヶ浜、女川 
  第2回 5/13 宮古市、重茂半島（石浜、姉吉） 
       5/14 釜石市，両石、大船渡市、陸前高田 
3.調査目的：換算汀線津波高が10ｍ以上で津波被害が顕著     
        宮古～仙台の沿岸における津波被害の状況、特に 
        沿岸域の建築物の被災の実情を調査し、今後の 
        建築物の津波対策における課題を明確にする。 
          
        



3.津波の概要 

a 砕波型(砂浜海岸) 

b 急遡上型 c 水位変動型 

d 越流型(港湾・河川) 

1. 津波高：GPS波浪計の記録された波高 
  宮古沖→6.3m,釜石沖→6.7m, 
  広田湾沖→5.7m,金華山沖→5.8m 
 
2.換算入射汀線波高： 
  宮古沖→12.6m,釜石沖→13.3m, 
  広田湾沖→11.1m,金華山沖→10.9m 
 
3.津波の海岸への来襲・遡上形態 
 図1ように分類すると 
 a.陸前高田 
   b.重茂半島 
   d.大船渡 

図１ 代表的な海岸断面と津波の侵入 
    （港湾航空技術研究所資料） 



4.津波被害の調査結果 



宮城県仙台港 
2011年4月9日現地にて撮影 

@2011 Google and ZENRIN 



宮城県塩釜市 
2011年4月9日現地にて撮影 

@2011 Google and ZENRIN 



宮城県石巻市 
2011年4月10日現地にて撮影 

@2011 Google and ZENRIN 



宮城県牡鹿郡女川町 
2011年4月10日現地にて撮影 

@2011 Google and ZENRIN 



岩手県重茂半島-石浜 
2011年5月13日現地にて撮影 

@2011 Google and ZENRIN 



岩手県重茂半島-姉吉 
2011年5月13日現地にて撮影 

@2011 Google and ZENRIN 



岩手県釜石市両石町 
2011年5月14日現地にて撮影 

@2011 Google and ZENRIN 



岩手県釜石市 
2011年5月14日現地にて撮影 

@2011 Google and ZENRIN 



岩手県大船渡市 
2011年5月14日現地にて撮影 

@2011 Google and ZENRIN 



岩手県陸前高田市 
2011年5月14日現地にて撮影 

@2011 Google and ZENRIN 



5．今後の研究課題 
（調査以後） 



・コンテナの散乱と漂流シミュ
レーション 









射流域の沿岸建築物に作用す
る津波力の特性 







沿岸建築物に作用する津波漂
流物の衝突力 









• １．建築センターから出された津波波力算定
式の適用範囲を検討。 

• ２．市街地の津波ハザードマップを改善の検
討。 

• ３．射流域の範囲および縮流の影響と評価法
の検討。 

• ４．漂流物による衝突荷重の評価法の検討 

6.まとめ 



 

ご静聴ありがとうございます。 
 

増田 光一 


